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大
阪
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染

の
「
第
３
波
」

以
降
多
く
の
人

の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
５

月
の
大
阪
の
累
計
死
者
数
は

全
国
最
悪
で
、
月
間
人
数
と

し
て
は
過
去
最
多
だ
っ
た
１

月
の
２
・
５
倍
に
な
っ
て
い

る
。
感
染
力
が
強
い
ア
ル
フ

ァ
株
の
流
行
を
抑
え
ら
れ
な

か
っ
た
結
果
だ
。

　

感
染
者
の
爆
発
的
増
加
は

医
療
政
策
の
失
敗
を
府
民
の

目
の
前
に
曝
し
た
。
重
症
病

床
整
備
の
遅
れ
が
、
軽
傷
中

等
症
病
床
や
宿
泊
・
自
宅
療

養
の
患
者
の
治
療
に
も
影
響

し
、
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に

死
亡
す
る
と
い
う
『
医
療
崩

壊
』
を
も
た
ら
し
た
。
病
床

数
の
確
保
や
看
護
師
、
専
門

医
師
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
長
年
に
わ
た
る
医

療
費
抑
制
政
策
の
弊
害
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
国
民
に

襲
い
掛
か
っ
て
い
る
。
大
阪

で
も
維
新
政
治
の
下
、
保
健

所
機
能
の
弱
体
化
等
に
よ

り
、
府
民
の
生
命
維
持
の
為

の
政
策
を
な
い
が
し
ろ
に
し

た
こ
と
が
、
現
在
の
状
況
を

生
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

従
来
の
政
策
を
根
本
か
ら

転
換
し
な
け
れ
ば
、
住
民
の

命
と
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
だ

ろ
う
。 

（
Ｉ
）

会員数の推移

カタログギフトを渡す喜田先生
（右）＝６月５日、喜田歯科医院

第
55
回
総
会 2021・22年度の活動方針決める

待
合
室
で
気
軽
に
取
り
組
む

協
会
会
員
院
所
か
ら
応
募
４
０
０
０
通

医
療
費
抑
制
政
策
の
転
換
最
大
の
課
題

保　 団 　連
クイズハガキ

医
療
機
関
へ
減
収

医
療
機
関
へ
減
収

補
填
を

補
填
を

　

病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
の

確
保
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
経
営
危
機
に
陥
っ
て

い
る
医
療
機
関
へ
の
損
失
補

填
も
必
要
で
あ
る
。

　

診
療
所
を
含
め
医
療
機
関

り
ま
で
高
め
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
医
業
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
な
ら
ば
、
減
収
の
補
填
は

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

具
体
的
な

具
体
的
な

４
つ
の
取
り
組
み

４
つ
の
取
り
組
み

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
稼
働
し

て
い
な
い
病
床
が
多
数
存
在

し
て
い
る
の
は
、
病
床
自
体

が
過
剰
と
い
う
よ
り
、
必
要

な
医
師
・
看
護
師
が
確
保
さ

れ
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
地
域
医

療
の
実
態
を
無
視
し
た
、
病

議
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
が
、
同
会
議
を
形
骸
化
さ

せ
な
い
取
り
組
み
、
医
療
関

係
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
医
療
需
要
が
あ

り
、
ど
の
程
度
の
病
床
が
必

要
か
を
具
体
的
に
提
言
し
て

い
く
取
り
組
み
が
重
要
と
な

公
的
病
院
へ
の
公
費
投
入
を

は
か
り
、
公
立
・
公
的
病
院

の
増
設
を
は
か
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　

第
３
に
、
医
師
・
看
護
師

の
計
画
的
増
員
を
は
か
り
、

待
遇
改
善
と
人
間
ら
し
い
働

き
方
の
た
め
の
財
政
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
絶
対
数

の
増
員
と
と
も
に
、
地
域
偏

在
を
生
む
地
域
格
差
自
体
の

是
正
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
４
に
、
保
健
所
の
増
設

と
保
健
師
の
増
員
、
地
方
衛

生
研
究
所
、
国
立
感
染
症
研

究
所
の
人
員
・
予
算
・
研
究

費
の
拡
充
な
ど
公
衆
衛
生
体

制
の
強
化
を
は
か
る
べ
き
で

あ
る
。

　

医
療
提
供
体
制
の
み
な
ら

ず
、
保
健
所
な
ど
公
衆
衛
生

体
制
の
強
化
の
た
め
に
は
数

兆
円
規
模
の
公
費
投
入
が
必

要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
財
源
は
消
費
税
で
な
く
と

も
、
所
得
税
や
法
人
税
の
累

進
性
を
強
化
す
る
こ
と
で
十

分
に
賄
え
る
と
考
え
る
（
消

費
税
に
依
存
し
な
い
社
会
保

障
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
伊
藤
周
平
『
消
費
税
増

税
と
社
会
保
障
改
革
』
ち
く

ま
新
書
、
２
０
２
０
年
、
終

章
参
照
）。

 

（
お
わ
り
）

の
多
く
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

を
受
け
入
れ
て
も
受
け
入
れ

な
く
て
も
大
幅
な
減
収
に
な

っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
た
医

療
機
関
に
は
国
か
ら
の
補
填

が
あ
る
が
、
受
け
入
れ
て
い

な
い
医
療
機
関
も
、
外
来
患

者
な
ど
の
減
少
で
減
収
に
な

っ
て
お
り
、
国
は
、
こ
う
し
た

医
療
機
関
の
減
収
の
補
填
に

は
一
貫
し
て
背
を
向
け
た
ま

ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の

よ
う
に
、
民
間
病
院
は
中
小

病
院
が
多
い
う
え
に
、
病
床

使
用
率
や
稼
働
率
を
ぎ
り
ぎ

求
め
る
請
願
署
名
」
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
19
・

20
年
度
総
括
、
21
・
22
年
度

方
針
」
を
矢
部
あ
づ
さ
副
理

事
長
が
提
案
。
社
会
保
障
費

の
総
枠
を
拡
大
し
、
患
者
の

受
療
権
を
守
る
と
と
も
に
、

▽
基
本
診
療
料
や
金
属
材
料

価
格
な
ど
の
診
療
報
酬
上
の

正
当
な
評
価
▽
不
当
な
審
査

・
指
導
か
ら
会
員
を
守
る
―

―
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
前
回
総
会
決
定
で
目
標

に
掲
げ
た
会
員
数
４
２
０
０

人
を
達
成
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
創
立
50
周
年
の
節
目
を

過
去
最
多
の
会
員
で
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ

た
。
そ
の
上
で
、
歯
科
医
療

機
関
の
経
営
問
題
に
つ
い

て
、「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
」
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診

控
え
や
診
療
報
酬
に
よ
る
十

分
な
補
償
の
な
い
な
か
、
感

染
防
止
対
策
費
の
増
大
が
重

な
り
、「
三
重
苦
と
い
う
べ

き
事
態
に
直
面
」
し
て
い
る

と
述
べ
、
今
後
さ
ら
に
「
頼

り
に
な
る
協
会
」
を
目
指
し

全
力
を
尽
く
す
決
意
を
表
明

し
た
。
併
せ
て
、
来
年
の
診

療
報
酬
改
定
へ
向
け
て
「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

　

協
会
は
第
55
回
定
期
総
会
を
５
月
30
日
、

保
険
医
協
同
組
合
会
館
（
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
）

で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
会
員
の
経
営
と
生
活
を
守
る
取
り
組
み
な

ど
に
重
点
を
置
い
た
２
０
２
１
・
22
年
度
方

針
や
、
20
年
度
決
算
、
21
年
度
予
算
な
ど
全

て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
総
会

後
の
学
習
会
で
は
山
崎
利
彦
氏
（
埼
玉
県
保

険
医
協
会
副
理
事
長
）
が
「
医
療
現
場
に
お

け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
問
題
点
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
、
82
人
が
参
加
し
た
。

 

（
３
面
に
関
連
記
事
）

　

２
号
議
案
「
20
年
度
決
算

報
告
案
、
監
査
報
告
」
と
３

号
議
案
「
20
年
度
収
支
差
額

処
理
案
」
、
４
号
議
案
「
20

年
度
予
算
案
」
を
三
井
泰
正

副
理
事
長
が
報
告
し
た
。

　

５
号
議
案
「
事
務
局
長
、

名
誉
役
員
の
承
認
」
で
は
、

現
行
の
名
誉
役
員
・
事
務
局

長
を
吉
田
裕
志
副
理
事
長
が

提
案
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
、
積
極
的
な

情
報
提
供
、
デ
ジ
タ
ル
改
革

　

今
後
求
め
ら
れ
る
の
は
、

医
療
費
抑
制
政
策
の
転
換
を

は
か
る
こ
と
に
つ
き
る
。

　

具
体
的
に
は
、
第
１
に
、

各
自
治
体
は
、
病
床
削
減
を

目
的
と
し
た
地
域
医
療
構
想

に
基
づ
い
た
病
床
削
減
計
画

を
凍
結
し
、
見
直
す
べ
き
で

床
の
機
械
的
な
削
減
を
さ
せ

な
い
た
め
、
自
治
体
レ
ベ
ル

で
、
地
域
医
療
構
想
に
医
療

機
関
や
住
民
の
意
見
を
十
分

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
地
域
医
療
構
想
の

実
現
を
協
議
す
る
場
と
し
て

「
地
域
医
療
構
想
調
整
会

る
。

　

第
２
に
、
感
染
症
対
応
の

た
め
に
、
公
立
・
公
的
病
院

の
再
編
・
統
合
リ
ス
ト
は
撤

回
し
、
不
採
算
部
門
や
過
疎

地
域
の
医
療
提
供
な
ど
を
担

っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
経
営
危

機
に
直
面
し
て
い
る
公
立
・

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

を
問
う

を
問
う

「
医
療
崩
壊
」

「
医
療
崩
壊
」

コ
ロ
ナ
禍
の

コ
ロ
ナ
禍
の

⑥

推
進
法
や
第
９
次
改
正
医
療

法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
小
澤
理
事
長
が
答

弁
し
た
。
１
号
議
案
は
機
関

紙
等
で
情
報
提
供
に
努
め
る

旨
を
方
針
に
加
筆
の
上
、
２

〜
５
号
議
案
は
原
案
通
り
全

員
一
致
で
可
決
し
た
。
平
川

光
彦
氏
（
吹
田
市
）
が
議
長

を
、

張
村
善
紀
氏
（
堺

市
）
、
南
端
理
伸
氏
（
大
正

区
）
が
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ

務
め
た
。

に
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
理

事
・
副
理
事
長
と
し
て
協
会

運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
功
績

を
称
え
、感
謝
状
を
贈
っ
た
。

辻
本
氏
に
感
謝
状

　

昨
期
を
も
っ
て
副
理
事
長

を
退
任
し
た
辻
本
勝
監
事

先
生
は
、「
ク
イ
ズ
を
通
し

て
患
者
さ
ん
が
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
、

気
軽
に
待
合
に
置
く
よ
う
に

し
て
い
る
」
と
語
り
、
自
院

か
ら
当
選
者
が
出
た
こ
と
を

喜
ん
だ
。

　

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
は
75
歳
以

上
の
窓
口
２
割
化
な
ど
に
反

対
す
る
も
の
で
、
協
会
か
ら

は
４
千
通
の
応
募
が
あ
り
、

１
等
か
ら
４
等
ま
で
38
人
が

当
選
し
た
。

の
当
選
者
が
決
ま
っ
た
。

　

２
等
の
災
害
復
興
支
援
の

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
に
当
選
し

た
香
河
清
和
さ
ん

（
55
）
は
、
吹
田

市
開
業
の
喜
田
歯

科
医
院
に
通
院
し

て
お
り
、「
１
割

か
ら
２
割
に
な
る

と
負
担
が
増
え
大

変
だ
と
思
う
」
と

話
し
ま
し
た
。
同

医
院
の
喜
田
睦
子

　

協
会
・
保
団
連
が
署
名
と

一
体
で
取
り
組
む
「
ク
イ
ズ

で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療
」
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直通電話のご案内
　レセプト・個別指導のご相談
や年金・休業保障制度のお問い
合わせは直通番号をご利用くだ
さい。

◇レセプト請求、個別指導 
　06‒6568‒7467
◇年金、休業保障、労働保険 
　06‒6568‒7438
◇入会、登録情報の変更 
　06‒6568‒7731

（代表）

　84年７月、高齢者の本人

一部負担導入を柱とする健

康保険法改定案の審議が大

詰めを迎えていた。協会も

参加する「医療保険制度改

悪反対大阪各界連絡会」

は、同法案の廃案を目指

し、大阪駅前のマルビルに

『健保法改悪反対』『生命

削る健保改悪反対』（写

真）などの電光意見広告を

出した。

1984年健保法改悪に意見広告

写真で見る 写真で見る 協会創立協会創立5050周年周年

大
阪
駅
前
マ
ル
ビ
ル
の
電
光
掲
示
板
に
表
示
さ
れ

た
「
生
命
削
る
健
保
改
悪
反
対
」
の
意
見
広
告　

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を６月15日に更新しました。
URL
http://osk-hok.org/job/


